
 ありがとうございました。皆さんのほうか

らご質問等をお受けようかと思いますけれど

も、いかがでしょうか。いろいろ刺激的な報

告と改善案だったように思いますが。 

 ありがとうございました。今日の話の中で

もちょっと出ていましたが、学校の教員の意

識が本当に低いなと。低いという言い方をす

ると語弊があるけど、何でもかんでも子ども

のためと言って、何でも仕事になっちゃうの

で。ではなくて、もちろんやったほうが効果

はあるのだろうけど、それは時間が無限にあ

ればできる話で、時間が限られているんだか

ら、どれはやる、どれはやらないという、も

う少し取捨選択してやっていく必要があるん

じゃないかなと。もちろん法律とかも変えな

ければいけないところもあるけど、現場の教

職員のマインドがそもそも変わらないと法律

を変えても、結局変わらないんじゃないかな

と個人的には思うところがあります。かとい

って、勤務時間を過ぎたからもうこれはやり

ません、あれはやりませんというのはまた別

の問題だと、違うと思うのですが、そういう

ところは必要なんじゃないかなと個人的には

思っているんですが、どう思いますか。 

ありがとうございます。僕も共感します

し、どっちかというと財務省がよくその話を

しています。人をくれ、人をくれと文科省が

ずっと毎年言っているわけですけど、少子化

しているんだし、人を増やしても、結局先生

たちは仕事を増やすからあんまり意味ないん

じゃない？と言っていて、だから、部活の指

導員とかは結構予算をある程度認めてくれて

いるんですけど、教員定数の改善は、特別支

援系は増えていますけど、通常学級の教員の

数は少子化に伴って学級数に応じて自然減す

るので、そのままになっているという感じで

すね。そこは一理あるかなとも思います。 

一方、現場の皆さんからすると、教員のマ

インドとか意識とかのせいだけにするなよと

いう意見もあると思いますし、問題は両方だ

ろうなとは思っています。 

もともと教員数が少なすぎて、持ち授業の

コマ数が多くて、勤務時間の中で授業準備と

か事務作業とかを十分する暇がないというの

は大きな問題だと思いますし、一方で、先生

方が子どもたちのためということで仕事を減

らそうとしないというところも考えないとい

けないかなと思います。 

ついでに言うと、よく僕は温泉が好きなの

で、温泉の例えをセミナーで言っているんで

すけど、僕は湯河原が好きで、しょっちゅう

行っています。例えば今日終わった後、午後

から温泉に行くぞとなったときに、五つぐら

い温泉Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅがあったとして、

美白の湯ですよとか美人の湯ですよとか肩こ

りにいいですよとか持病持ちにいいですよと

かそれぞれ効用があって、五つともいいなと

思ったら五つとも入りますかと聞くんです

よ。入らないでしょう、皆さん、五つも。僕

は温泉好きですけど、まあ三つかな。三つで

も入りすぎと言われるんですけど、二つとか

三つとかに絞るじゃないですか。 

これが、学校行事とか教育活動でＡ、Ｂ、

Ｃ、Ｄ、Ｅと五つ並んでいると、五つともや



ろうとするわけですよ。だってそれぞれ、Ａ

はこういうことで子どものためになる、Ｂは

○○ちゃんが活躍できるからつぶすのは忍び

ないとかって。教育的な意義のない活動なん

てほとんどなくて、Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄ、Ｅ、そ

れぞれ効用とか効果があって。でも全部どっ

ぷり温泉につかりましょうかと言っているよ

うなものなので、これは子どもたちが疲れる

んですよ。先生たちも疲れる。 

そういう意味で、一定程度の取捨選択とか

優先順位付けはせざるを得ないということだ

ろうと思います。部活動についても一緒で、

もちろん増やしてきた時代は楽だったと思い

ますけど、今、縮小しないといけないとか合

同部活動にしていかないといけないとか、一

部、地域に移行していこうという話なので、

そういう部分を含めて、子どものためになる

ことをどう選んでいくのかということがずっ

と難題であるんだろうなと思っています。ま

たご意見をお寄せください。 

今日はありがとうございました。まず、職

場に行ったらアンパンマンとドキンちゃんの

話をしようかなと思いました。 

その中で、自分で選ぶということはすごく

大事だなと思っていて。ただ一方で、そのや

りとりをせずに時間だけの感覚でなくなって

しまったりとか、例えば一部の価値観によっ

てきつい職場になっちゃったりとかする、あ

るいは何でもいいよとなってしまってゆるゆ

るな感じになってしまったりとかというのが

あると思うんですけど、質問したいことは、

どんな組織であればお互いが高め合っていけ

るような関係になれるのかな、という事を疑

問に思ったので、そこについて何かあったら

教えてください。 

よく、心理的安全性の本とかを見ると出て

います。心理的安全性が高い職場と低い職場

があります。心理的安全性が低いというのは

物が自由に言えないとか建設的な意見交換が

できない職場ですね。何か意見を出すと面倒

くさがられるとか、場合によっては人事上い

じめられるとか、職場でちょっとはみ出し者

にされるとか。実際にそれが起きなくてもで

す。起きなくても、そういうリスクがあると

感じて黙っちゃうという職場が、心理的安全

性が低いと言われます。心理的安全性が高い

職場は、そういうところをあまり気にせずに

率直に意見交換ができる場合です。 

一方で、民間では業績基準という言い方を

しますけど、目指しているものとか仕事に求

める成果が高いところと低い職場があって、

両方とも低いというのが一番最悪ですよね。 

よくあるのが、それなりに心理的安全性は

高いんだけど基準が低いという緩すぎるとい

う職場ですよね。どういう名前だったかな。

うまく石井(遼介)さんが『心理的安全性のつ

くり方』という本の中で面白いネーミングを

していたけど、「ぬるま湯組織」ですね。例

えば学校で言うと、みんなが意見交換とかし

やすかったりはするんだけど「ICTとか面倒く

さいから、もういいんじゃねえ？」とか「で

きない先生はいいよ。あっはっは」みたいな

感じですね。 

そうじゃなくて、もちろんICTは大変です

けど、できるところから一緒に学んでいきま

しょうとか、こういうところでカリキュラム



の改善をしていきましょうという、学習する

組織というか学び続ける組織、ここを目指し

ましょうということが大事ですので。 

もちろん程度の差はありますけど、皆さん

の職場も、働き方改革は大事だけど、授業が

適当でいいんだ、みたいな感じになってもい

けないというのと似ていて、これはなかなか

難しいですけど、教育上の成果とか教育の質

もある程度上げていきましょうという発想は

大事だと思います。 

一方で、だからといってむちゃくちゃな働

き方とかあるいは職場の関係がぎすぎすしす

ぎるというのも問題なので、これが欲張りか

もしれませんけど、両立とかを図っていくと

いうことですかね。 

ありがとうございました。先ほど、教員が

子どものために仕事を増やしてしまうという

話があったので、それに関連してです。 

端的に言うと、敵は身内にありというか、

思考停止した人がいることで、反対するとあ

いつはやる気がないとか教員としてとんでも

ないみたいな風潮があるのが一つと。 

職員会議とかでそういう意見を出すとまず

同じようなことを言われますし、大方がやっ

ぱりそれは減らしたほうがいいよねとなって

いても、たまにいるんですよ、声のでかいだ

けの人が。大概そういう人の意見に決まっち

ゃって、後でけしからんとか言われて。そう

いった思考停止しているような教員の意識を

ぜひ変えていかなければいけないと思うんで

す。でも、そういう人たちの意識を変えるこ

とはなかなか難しいと思うので、自分は自分

のやることだけはやろうと思っているんです

が、こういった例があったらということを教

えていただきたいのが一つと。 

ごめんなさい、質問が二つになっていまい

ますが、文科省が教職の魅力ばっかり伝えて

改善しようとしないような風潮があります。

例えば「#教師のバトン」、やるだけやってお

いて何もしないで放置しているじゃないです

か。意見はたまってきているのに。実情に目

を背けて、改善しようとしている様子が見ら

れないので、何でなのかなと。もし、ご見解

があれば教えていただけたらと思います。 

ありがとうございます。さっきの、敵は身

内にあるんじゃないかという発言がありまし

たが、誰が敵で誰が味方かと、あまり固定的

に考えすぎるのも要注意です。学校で建設的

な意見交換ができるか意見対立ができるかと

いうこととも関係するんですけど、反対した

りとか異論を言ったりするとこいつは敵だと

思っちゃうと、対話的でないなと。 

これは別に先生だけが苦手じゃなくて、誰

にとっても簡単じゃないです。でも「ちゃん

とできていないかもな」ということも自覚し

ながら、ちょっとでも成長していればいいん

だけど、そこで止まっちゃっているという人

もいるのは残念だなと思うし、教育の世界と

か学びの世界はもっと大事にしたほうがいい

なと思うので、本当に主体的で対話的で深く

学べる職員集団であってほしいなと思ってい

ます。 

さっきおっしゃった声の大きな人の意見し

か通らないみたいなのは心理的安全性が低い

職場の典型例の一つだと思いますので、それ



は管理職があまり機能していないということ

も含めて、考えていけないと思います。 

これはどうしたらいいかというと、本当に

特効薬がある世界ではないと思いますが、も

っともっと職員会議を活性化させるという道

もあるかもしれません。校内研修とかで、職

員会議ほどフォーマルな場じゃなくて、フラ

ットに意見が言える場を作っていくというほ

うが近道じゃないかなと僕は思っています。

特に小学校は授業研とかが多いので、それを

少しは休んで、それこそスクラップ＆ビルド

を、校内研修をしていくということを含めて

やって、意見の違うこととか価値観の違うこ

とを出し合うということを、楽しむ体験をま

ず積んでいただく。急にはうまくならないの

で。こいつは敵じゃないというか、この先生

とは結構話せるなという関係がちょっと広が

ってくると、職員会議とか学年会議とか企画

運営会議とかで、意見が言いやすくなるとい

うことが一つかな。 

あと、校長職とか教頭職のリーダーがそう

いう職場で異論とかを歓迎するよということ

とか、本当に子どものためにということで、

ビルド＆ビルドじゃなくて、もっと考えてい

こうということを、ちゃんと出していくとい

うことは大事なので、管理職の資質の向上は

大事かなと僕は思っているところですね。 

それから、文科省は改善しようとしないの

かとか冷淡じゃないかというご意見は、僕も

共感するところはありますけど、あるいはや

りっ放しというところは確かに悪い癖だなと

思っています。一方で、文科省の肩を持つつ

もりはないですけれども、文科省は結構頑張

っているところもあって。つまり、この間も

「東洋経済」に書きましたけど、財務省から

すると教員数はもっと減らしたいんですよ。

だけど結局、支援学級が増えていることとか

いろいろあって、小学校の教員数はこの10年

でほとんど横ばいなんですよ。めちゃくちゃ

少子化しているのに。これはある意味、もち

ろん支援学級は増えているとかいろんな事情

があるものの、文科省が踏みとどまっている

という見方もあって。 

なので、文科省は文科省で、もうちょっと

褒めてあげないと彼らも元気をなくすかなと

いうのもあると思っています。でも一方で、

教員にああしろ、こうしろとか、やっと免許

更新制はなくなりましたけど、そういう負担

軽減するというのは本当に少ないので、どん

どんレベルばっかり上げていく。レベルとい

うか、目線。そういう意味では業績基準はど

んどん高くなっていくんだけど、リソース無

視でいけないでしょうということ。文科省と

か中教審とか有識者と呼ばれている人たちは

理想をどんどん掲げるのが大好きな人たちな

ので、それはちゃんと言っていかないといけ

ないかなとは思っています。 

あと文科省だけじゃないですけど、３年と

か２年ごとに異動するので。そういう問題と

かもあるかなと思います。ちなみに、これも

擁護するわけじゃないですけど、文科省って

中央省庁の中で一番人数が少ないらしいで

す。スタッフ数が。少ないから別に頑張らな

くていい、という話にはもちろんならないけ

ど、そういうふうに頑張っているということ

と、教育問題って僕も含めて誰もが文句を言

いやすいところなので、経産省とかも含め、

経産省が悪いとは言いませんけど、いろんな

省庁から攻撃を受けやすいんですよ。もっと

やれとか、逆にやるなとか。そういう意味で



は、文科省の少ない人員の時間とかリソース

が、一部の思いつきの教育改革で浪費とは言

わないけれども消費されているという問題も

ありますね。そんな事情でしょうか。 

教えてほしいことがあるんですけど。今、

妹尾さんも文科省で記者会見をして、教員の

なり手不足の解消とかいろんな、社会へ発信

をされているのは本当にありがたいと思って

いますが、それらの議論の中で決定的にない

のが、教員の処遇改善についてこうすべきだ

というのが、ほとんどないんですね。 

2000年代から2017、8年まで、OECDの調査

で教員の給与が下がったのはギリシャと日本

とイギリスだけじゃないですか。ギリシャは

分かるし、イギリスも財政危機もあったので

分かるけど、日本は十数パーセント下がった

んですよね。こんなに働いても。もっと給与

を上げたほうがいいんじゃないの？という意

見がなぜ出ないのかが分からないんですよ。 

現場の先生は給料を上げることじゃなくて

人が増えることを望んでいるんだ、というこ

とで、著名な教育学者の方とけんかになった

こともあるんですけど、だってこんなに働い

ているんだからもっと給料上げてよというの

は、上げるべきだというのは、普通の話だと

僕は思います。なぜ出ないのかというのを、

妹尾さんなりの率直なお考えをお聞かせいた

だきたいです。 

僕の率直な意見を言うと、この辺はいろん

な方と話をしたいなと思っていて。 

確かに、これだけ働いているのに残業代も

出ないというのはおかしいだろうというのは

よく分かる話ですし、学生に対するマイナス

影響が強すぎますよね。だって居酒屋とかで

バイトして９時までは給料を払います、９時

から12時までは無給だけどお客さまのために

頑張ってねと言われているようなものなの

で、そんなバイトはそっぽを向かれますよ。

そういう意味でも教特法の問題とかも感じて

いるし、この処遇の部分はもっと踏み込んだ

方がいいんだろうとは思っています。 

一方で、これだけ教員に対して冷淡な政治

家が多いとか、財務省が強い、いろいろ不祥

事があってかつてよりは弱いかもしれません

けど、でも文科省と財務省との話である意味

教員定数の抜本的な改善はずっと見送られた

ままだという意味では負け続けているという

ことを考えると、処遇改善って言っても、処

遇改善や人員の増など、いろんなことが全部

できれば一番いいと思っていますけど、そん

なバラ色なことはほとんど実現可能性が低い

と思っているので、何にウエートを置いた方

がいいかなということ。 

処遇改善のほうは、世間的にも公務員だか

らまだいいでしょうというところも。働いて

いる量の割にはいいでしょうとは僕も思わな

いけど、とはいえ、これは非正規の方と正規

の方でご存じのとおり全然違うのですし、正

規の方は、かなり安心して暮らしていけます

よね。特に地方ではそうですよね。 

そう考えると、処遇改善のところを声高に

言うのを後回しにしてきたというところが、

僕の中ではありますね。そっちよりも先に教

員の勤務環境をより良くしてほしいというと

ころのほうが、世間的にも味方がつきやすい

し。全部同時には無理かなという、そこは諦

めモードなところがあるのは確かですね。 



でも、これを真正面から扱ってこなかった

ので教員不人気とか教員不足にもなっている

というところもあるので、その部分で迷いが

あるということが一つかな。 

あともう一つは、僕は野村総研で成果主義

の中で育ってきたからかもしれないですけ

ど、僕は、年功で上がっていくというシステ

ムはいいところもあるなと思っているんです

よ。一方で、もうちょっと役割給に近いもの

にしてあげたら？とも思っています。管理職

手当なんていうのはそんなには上がっていな

いですし、学年主任の手当って月200円とか

300円とかって考えられないような額で。同じ

担任で、年齢が違うだけでこんなに給料が違

うの？というのは、僕は違和感がずっとある

んですよ。 

かといって大阪市みたいに、変にいろいろ

いじりまわすというのは、これも問題だなと

思っていて。給料とか人事評価って何をやっ

ても文句が出る世界だと思いますけど。僕は

もっと管理職は給料を上げてあげたほうがい

いと思っているし、あと若手の先生を上げた

ほうがいいと思っているんです。中堅・ベテ

ランの先生は悪いけどもうちょっと若手にあ

げてと思っています。財源が増えないのであ

ればの話ですけど。 

その辺りも含めて、どういう処遇がいいの

かというのは、お話ししてほしいなと思って

います。すみません、僕の悩みをお話しした

だけで。 

先ほど、今日の大きなテーマにはならなか

ったんですが、妹尾さんのお話の中で部活動

にちょっと触れられましたけれども、部活動

問題というのは現場的でも意見の分かれると

ころで、この研究会の場でも、部活動をどう

するんだということについては率直なとこ

ろ、かなり意見が多様です。 

例えばこの前も、部活動を地域移行と出た

らすぐに全国の市長会が、財源はどうするん

だというような、すぐに反発が出ている、そ

ういう状況の中で。それから学校現場的に言

うと部活動は、生徒指導といいますか、その

延長でその意味は捨てられませんよというよ

うな意見もある。もう一方で、学校は今、縮

小していて、例えば東京でも11人集まらない

サッカー部の学校なんて結構あります。 

この課題をどうするのかというのは正直な

ところ、僕自身も極めてはっきりとしたこう

したほうがいいというのはないんですが、も

し妹尾先生のほうで何か部活動に関わるご意

見があれば、お伺いしたいのが一つです。 

もう一つは、先ほどの話の中でもありまし

たけれども、教員不足ですね。教員不足に関

わっては、文部科学省の課長さんなどに聞く

と、学校の勤務実態以外にも要件があって、

今、こういう教員不足が起きていますという

こともお伺いしますし、実際、妹尾さんだと

かがいろんなところを回られての、あるいは

実際に学校の先生方と関わる中で、感想みた

いなのがあればお聞かせいただきたいと思い

ます。二つです。よろしくお願いします。 

ありがとうございます。僕もこの二つにつ

いては皆さんのご意見と見立ても教えていた

だければと思います。 

部活は論点がいっぱいありすぎますので、

また２時間コースになっちゃいますから短く



言いますけど、僕は、部活動について中学校

とか高校教員の優先度が高すぎないかという

問題意識を持っています。 

つまり部活にあれだけ時間を費やす暇があ

ったら、授業改善してほしい、あるいはカリ

キュラム改善に時間を使ってほしいなと思っ

ています。あるいは、たまには早く帰っても

らってプライベートを充実するなり、そこは

自由にしていただければなと思っていて。 

例えば部活があるから校内研修できないと

言うんですよね。中学校の校長とかも平気で

そう言うんですけど、どこを優先度高く見て

いるのよと思うわけです。そこは結構意見が

分かれるところかな。部活を否定しているわ

けじゃなくて、時間をかけすぎでしょうと。

だってコロナの前は、ハードな部活動は年間

何時間ぐらいトータルでやっていますかねっ

て計算したことがあるんですけど、平気で

1,000時間超えますよ。1,000時間って、全部

の教科の年間の授業時数より多いです。と考

えると、それは生徒はついてきますよ。それ

だけ長い時間密着しているんだから。それは

生徒指導の効果はありますよね。でも時間を

かけすぎなんですよ。 

部活を否定しているんじゃなくて、長すぎ

るということ、ちょっと優先度を上げすぎじ

ゃないですか、という問題提起はずっとして

いきたいなと思っていて。 

これは地域移行しても、考えないといけな

くて。ご案内のとおり受け皿がそもそもない

という問題はありますけど、受け皿ができた

としても、そのスポーツ競技が大好きという

人が集まるので、むしろハードにやりすぎち

ゃうんですよね。そして誰も子どものことを

ある意味守らなくなる。世話をしてくれるけ

ど、けがさせたりとか勝利至上主義になった

りする場合があるので、保護者も世間も学校

も教育委員会も、そこをどう見るのか。子ど

もたちの自己決定というのもありますけど、

考えないといけないと思っています。 

それから、生徒指導の意義は僕の想像以上

にあるんだろうとは思いますが、一方で、か

つての校内が荒れていた時代の部活動の意義

と今日とは違うだろうなと思います。生徒指

導がメインでという事であれば、生徒指導っ

て何なのかということも含めて、考え直さな

いといけないかなと思うし。 

こう言うと理想論と聞こえると思いますけ

ど、まずは授業で生徒たちを救ってほしいと

いうか、授業で子どもたちの自己肯定感とか

有用感とか達成感とか楽しいなというのを体

験させてほしいと思います。もちろん部活動

の良さも僕も分かっているけど、部活動に頼

りすぎないでほしいという事です。 

それから、さっきの市町村の反対というの

も当然、保護者負担を求めざるを得なくなり

ますので、それで首長とかも含めて保護者の

突き上げとかクレームとかになっちゃうとい

うことだと思いますけど、これは仕方がない

と思っています。今までが先生のただ働きで

支えてくれたことなので、ちゃんと受益者が

一定の負担をするというのは当たり前の話だ

と思います。だって、スイミングスクールに

通ったら、結構費用が掛かりますよ。月何千

円とか1万円とか。子どもの塾代とか習い事

って結構高いですよね。部活の水泳部だと、

遠征とか以外はかからないんですよね、今の

ところ。これはちょっとおかしいだろうとい

う話で、ちゃんと対価は払っていかないとい

けないと思います。保護者に対して、今まで



が安すぎたんですということを言っていく。

その代わり、貧困家庭とか一定の支援が必要

なところにはちゃんと財源を充てていくとい

うことかな。これについても、批判も含めて

ご意見いただければ歓迎です。 

教員不足については、これもまた２時間コ

ースになっちゃいけないので短く言いますけ

ど需要と供給ですよね。一つは、需要面は教

員の需要が少子化の割にはあるということで

す。さっき言ったような特別支援学級はめち

ゃくちゃ増えていますので、だから教員数が

一定程度必要ですということ。あと相変わら

ずまだまだ離職とか休職の方も一定数いらっ

しゃいますので穴ができるということ。九州

とか秋田とかは教員採用倍率が低いですけれ

ども、これは大量退職・大量採用の時期と重

なっていますので、それで教員需要がありま

すということですね。横浜近辺とか東京は、

大量退職が既に終わっているはずですけど、

その分、産・育休の方が特に小学校は多くな

っていますので、地域差はありますけど、講

師・教員の需要が少子化の割にはあるという

事をまず踏まえないといけない。これはブラ

ックな職場かどうかとは関係ない話です。 

次に供給ですけど、教員のなり手がいるか

どうかの話で、これは少し受験者数が減って

いますよね。これは地域によっても違います

けど。大学の教員養成がどうなのかとか、あ

るいは学生さんが教員を目指す人が減ってい

るのかどうかというのは、小学校はめちゃく

ちゃ減っているわけじゃないけど、受験者数

がそんなに確保できていないというのはあり

ます。あと採用試験に不合格になったとき、

わざわざ講師登録までして続けようとか学校

に行こうという人もたぶん減っているんだと

思いますので、その供給面で、さっきの過酷

な勤務実態だとかプライベートを犠牲にしな

いといけないというところが敬遠されている

部分もあるでしょうから、それは関係してい

るんだろうなと思っています。 

だけど、たぶん文科省が言いたいのは、そ

れ以上に需要の部分が大きすぎるんだとい

う。両方の関係で欠員は生じるので。という

ことかなと思っています。 

 

私は、学校の働き方改革の中でネックにな

るのが部活動と、もう一つは、さっき先生も

おっしゃっていましたけど、学習指導要領の

中身の多さだと思っています。先程、これか

らの学校の役割を大きくしていくかそれとも

縮小していくかというところを考えていかな

ければいけないというお話もありましたけ

ど、今の学校は、もうパンクをしている状態

なので、もっと機能を縮小していく必要があ

るんじゃないかなと思っています。 

そうすると、その部分をどこが受けるかと

なると、学校以外で例えば社会教育みたいな

ものをもっと充実させていくのも一つの手だ

てなのかなと思っているんですけど、でもそ

れができるのは結構地域的にも限られてい

て、要するに地方に行くとそういうのも難し

いのかなと。その辺りをどう考えていったら

いいのか、妹尾先生のほうで何かお考えがあ

ったら教えていただければと思います。 

妙案があるわけじゃなくて、どこも悩まれ

ていると思うんですけど。さっき紹介した熊

本の遠藤教育長は本の中で、もっと福祉的な

職と教育的な職と分化・協力できたほうがい



いということを書かれています。つまり、子

どものケアとか保育所的な機能とか、教育と

完全に切り離せるわけじゃないんだけど、ど

っちかというと福祉的な職なので、そっちは

もっとカウンセラーとかソーシャルワーカー

を常勤化していくだとかそういうことも含め

て考えていって、先生はもっと教育的な、授

業とかの話とかカリキュラムを作りとかの方

に集中できる環境にしたほうがいいのではな

いかと書かれてあったと思います。 

そういうのも一つの道だとは思いますけ

ど、日本全体で労働力不足の中で、どこに人

がいるねんとか、特に地方はどうなの？とい

うのはあると思いますから、どうなんでしょ

うかね、ここは。そういうのをちゃんと処遇

して、常勤でちゃんと正規で雇いますよと言

ったら、結構なりたいという人はいるかもし

れないですけどね。 

そこも含めて、一足飛びに急に人がぼっと

来るわけでもないし、専門職は育成するのに

時間がかかりますから、そこの絵姿は、あま

り文科省等も十分描けていないというところ

はあるとは思いますが、教員にあまりにもい

ろんな仕事が乗っかりすぎているというのを

どうしていくのか。 

それから僕が言っているのは、福祉職ほど

じゃないけど、給食の時間と昼休みの時間と

掃除の時間って連続でたぶん１時間半ぐらい

あると思いますが、これをもうちょっと別の

スタッフにできないかなというのをずっと言

っているんです。でも小学校の先生からは、

妹尾さんの認識は甘いとよく言われます。給

食の時間が一番難しいねんと。やけどもする

しいろいろあると。でもだからといって教員

免許は要らないでしょう。かといって近所の

お母さん方でできるのかは、また分からない

ですけど。アレルギー対応とかもあるし。 

そこは悩ましいんですけど、担任の先生に

「お願いね」というのをどうするかといった

ときに、授業のことはどうするかは指導要領

とかカリキュラムの問題で、授業以外の負担

はさっき言ったような、授業以外の部分の時

間を本当に分担できるのか、そういう受け皿

の適切な人材がいるのかということは考えて

いかないといけないかなと思います。そこも

ずっともやもやしていますね。 

教員になってくれないというのは首都圏の

大学は割とそうなんですけど、教員採用試験

まで行かないで、実習で嫌になる人たちが少

なくありません。他の仕事との比較でどうな

のかということなんですね。一つは年休消化

率が気になっていて、自分の好きなことをと

いうことですけど、言われている意味は、も

う駄目だ、またはリフレッシュしたいという

ときにちゃんと休めるか。制度があるわけで

すから、働き方改革と言われて企業もやって

いるでしょうけど、教員の年休消化率は高ま

っているのかどうか。 

あともう一つは精神疾患ですけど。企業に

比べたら少ないと言われていると思います。

一割はいるって、結構聞くので、それに比べ

たら1％ぐらいですか、100万人という中で。

ということで、それをどう見るかですね。時

間的には残業は多いけど、子どもとの関係で

仕事ができてしまうみたいな、精神疾患に至

らないということも聞きますけど、そこをど

う解釈したらいいんでしょうか。 

 



ありがとうございます。難題ですね。こう

いう基本的なデータはちゃんともっと確認し

ていかないと当然いけないなと思っています

けど、年休消化率は、さっきの2016年の教員

勤務実態調査で、年休何日昨年度取りました

かという設問があって、多くの先生が10日前

後ぐらいとか、要するに20日以上余らせてい

るという感じだったと思います。ただ民間企

業もそんなに取れていなかったのですけど。

今、労基法も改正されて、採用の時、年休を

どれぐらい取っていますかとかいうのを聞か

れる可能性もあるので、いくらうちはワー

ク・ライフ・バランスがいいですよとか言っ

ていても、年休をほとんど取れていないとい

うことは、結構働かされる、と学生さんは考

えると思うので。 

そういう部分でたぶん、さっきの教員不足

の問題とかもいろいろ影響しますけど、学校

はこの2016年からそこまで年休の消化率が上

がったとは、推測はしていないんですが、そ

こはデータを見ないと分からない。実際に聞

いていただければ分かりますし、国全体はま

た今年の調査で出てくるかなと思いますが。

これはまだまだ、企業とかはちょっとずつで

も進めようとしていて、学校が取り残されて

いくんじゃないかなと思っています。 

それから精神疾患も、あれも多いとするか

どうかというのは、それぞれのどういうふう

にカウントしているかですよね。そこがやや

こしいですよね。年間5,000人とか言ってい

るのは分限処分まで行ったところなので、そ

のもっと手前の方がもっと多いということが

ありますし。ただ、現場の方はご存じのとお

り、休職まで行かないけど相当しんどい方も

いらっしゃるし、ストレス値も、民間との比

較でも相当高いというのは、教員は分かりき

っている話なので、予備群がいっぱいいると

いうところですから油断はできないですね。 

あと、似たような指標は離職率ですね。こ

れも学生さんも気にされて、今後も出てくる

話かなと思いますが。文科省がこの間、中教

審で関連資料を出していましたけど、要は低

いんですよ。他の地方公務員と比べても低い

ぐらいだったと思います。企業とかはもっと

３年以内に何割辞めると言われるように、結

構高いですね。ただ、流動性が高い仕事かど

うかというのも違いがありますし、手間をか

けて教員免許も取って採用試験まで受けて、

それでなった人が辞めるということですか

ら、いろいろ葛藤があって辞められるという

ことですから、通常の企業で、また転職すり

ゃいいやというのと全然違いますから、これ

をどう評価するかは難題だと思っています。 

とはいえこの離職率、決して高くはないん

だけれども、今のままでいいのか、というの

は当然考えていかないといけないことじゃな

いかなと思います。少なくともポジティブな

離職は、自分の別のやりたいことが本当はあ

ったんだとか、本当に向いていないというこ

とが分かりましたというのはまだいいんです

けど、本当はやりたいんだけど、職場の環境

とか仕事の多さとかにつぶされたとか指導者

役の先輩につぶされたとか、そういうのは避

けたいなとは思っているところです。 

ありがとうございます。お願いした時間も

いっぱいなので、今日の講演会は、これで閉

じさせていただきます。 


